
東京五輪・パラリンピック
萩原選手と一緒に、旗を振ったよ！

３月15日（金）、東京2020五輪・パラリンピックの大会旗を披露す
るフラッグツアーが丹波中学校で開かれました。
シドニー五輪競泳女子代表の萩原智子さん（甲府市出身）が来村し、
丹波山・小菅両村の小中学生とゲームをしてふれあい、五輪の魅力
やスポーツの素晴らしさを語りました。
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ふるさと納税大幅アップ、 2,000 万円計上！

平成31年度一般会計予算は、歳入歳出とも
15億3,568万９千円となりました。
厳しい財政状況の中、新たな施策を予算化
した結果、前年度に比べ10.3％の増額とな
りました。

丹波山村の未来のために
３年目の村政運営

歳
　
入

■
地
方
交
付
税

6
億
9
0
2
2
万
6
千
円

　
前
年
度
比
　
13
・
5
％
増
額

　
村
収
入
の
大
半
を
占
め
る
地
方

交
付
税
で
す
。

■
繰
入
金

3
億
3
5
2
0
万
7
千
円

　
前
年
度
比
　 

2
・
5
％
減
額

　
財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
基
金

か
ら
の
取
り
崩
し
で
す
。

　
前
年
度
は
庁
舎
整
備
基
金
繰
入

金
が
あ
っ
た
た
め
の
減
額
で
す
。

■
諸
収
入

1
億
6
7
1
1
万
3
千
円

　
前
年
度
比
　
10
・
8
％
減
額

　
水
源
林
立
木
に
関
す
る
交
付
金

や
水
質
保
全
に
係
る
東
京
都
交
付

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
国
県
支
出
金

1
億
4
2
1
7
万
9
千
円

　
前
年
度
比
1
4
2
・
9
％
増
額

　
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
で
す
。

　
負
担
金
は
福
祉
関
係
の
負
担
金

が
主
な
も
の
で
す
。

　
補
助
金
は
地
方
創
生
推
進
交
付

金
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
託
金
は
国
民
年
金
や
県
税
徴

収
事
務
の
委
託
金
の
ほ
か
、
今
年

度
は
山
梨
県
議
会
議
員
選
挙
の
委

託
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
村
　
債

9
6
1
5
万
6
千
円

　
前
年
度
比
　
14
・
1
％
減
額

　
い
わ
ゆ
る
村
の
借
金
で
す
。

　
今
年
度
の
借
入
予
定
は
、
臨

時
財
政
対
策
債
が
1
9
1
5
万

6
千
円
、
過
疎
対
策
事
業
債
が

7
7
0
0
万
円
で
す
。

　
過
疎
債
の
内
訳
は
社
会
福
祉
協

議
会
運
営
費
2
2
0
0
万
円
、
診

療
所
運
営
費
1
0
0
0
万
円
、
村

単
教
員
給
与
費
2
0
0
0
万
円
、

消
防
署
出
張
所
ポ
ン
プ
車
購
入
費

2
5
0
0
万
円
で
す
。

■
村
　
税

4
6
4
8
万
9
千
円

　
前
年
度
比
　

2
・
0
％
増
額

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
村

民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
の
ほ
か
、
た
ば
こ
税
、
の
め
こ

い
湯
の
入
湯
税
な
ど
で
す
。

■
寄
付
金

2
0
0
0
万
円

　
前
年
度
比
2
2
5
2・9
％
増
額

　
ふ
る
さ
と
納
税
収
入
が
前
年
度

の
85
万
円
か
ら
2
0
0
0
万
円
と

大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

■
使
用
料
及
び
手
数
料

1
0
2
6
万
7
千
円

　
前
年
度
比
　

1
・
1
％
減
額

　
村
営
住
宅
や
山
村
留
学
住
宅
の

家
賃
収
入
な
ど
で
す
。

■
議
会
費

2
8
2
7
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　

1
・
0
％
増
額

■
総
務
費

4
億
7
6
6
1
万
3
千
円

　
前
年
度
比
　
64
・
5
％
増
額

　
地
方
創
生
費
に
2
億
1
0
9
5

万
2
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
地
方
創
生
事
業
は
、

●
水
源
公
園
再
生
事
業
「
川
の
駅

ゾ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
1
7
0
8
万
6
千
円

●
単
身
者
向
け
移
住
促
進
住
宅
の

建
設
に
よ
る
空
き
家
の
有
効
活

▲ 予算説明をする舩木村長

歳
　
出

15億3,568万9千円

一般会計当初予算

平成 31 年度（令和元年度）
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用
活
性
化
事
業
　
3
7
0
6
万

5
千
円

●
豊
か
な
自
然
環
境
と
地
域
資
源

を
活
か
し
た
丹
波
山
村
四
季
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
　
7
5
0

万
円

●
村
民
の
健
康
増
進
と
定
期
来
村

者
育
成
の
た
め
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

推
進
計
画
　
3
5
0
万
円

●
狩
猟
の
村
　
丹
波
山
　
移
住
推

進
事
業
　
～
趣
・
職
・
住
　

総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
～
　

1
2
2
0
万
円

●
丹
波
山
村
を
は
じ
め
と
す
る
7

つ
の
小
さ
な
村
の
首
都
圏
拠
点

事
業
　
8
1
2
万
5
千
円

●
サ
ウ
ナ
×
災
害
対
策
　
地
方
自

治
体
向
け
災
害
時
連
携
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

　
1
0
0
0
万
円

■
民
生
費

2
億
1
6
2
9
万
6
千
円

　
前
年
度
比
　

3
・
5
％
増
額

■
衛
生
費

8
5
3
3
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　

3
・
3
％
増
額

■
農
林
水
産
業
費

7
2
9
6
万
2
千
円

　
前
年
度
比
　

5
・
2
％
増
額

■
商
工
費

9
9
2
6
万
7
千
円

　
前
年
度
比
　
12
・
0
％
増
額

　
夏
ま
つ
り
丹
波
も
7
月
28
日

（
日
）
に
実
施
す
る
こ
と
が
決
定

し
、
現
在
、
実
行
委
員
会
で
内
容

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
土
木
費

1
億
9
7
7
6
万
3
千
円

　
前
年
度
比
　
34
・
9
％
減
額

　
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
が
減

額
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
消
防
費

8
8
7
3
万
2
千
円

　
前
年
度
比
　
21
・
8
％
増
額

■
教
育
費

1
億
2
4
4
1
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　

2
・
2
％
増
額

■
公
債
費

1
億
4
1
0
2
万
2
千
円

　
前
年
度
比
　
12
･
6
％
増
額

　
村
の
借
金
で
あ
る
村
債
の
返
済

で
す
。

　
平
成
31
年
度
末
の
未
償
還
元
金

残
高
は
、
13
億
3
1
0
1
万
2
千

円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

●
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
派
遣
事
業

●
丹
波
山
村
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

●
小
中
一
貫
校
及
び
併
設
型
校
舎

の
検
討

●
社
会
教
育
事
業
（
一
流
の
芸
術

鑑
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
七
ツ

石
神
社
の
日
本
遺
産
申
請
）

●
人
材
育
成
事
業

●
未
来
会
議
と
総
合
戦
略
検
討
委

員
会

●
特
産
品
の
開
発
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ

焼
酎
、
ビ
ー
ル
、
サ
イ
ダ
ー
）

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
飲
料
助
成
制
度
の

創
設

●
学
生
発
案
の
イ
ベ
ン
ト
事
業

●
農
業
に
関
す
る
村
単
独
助
成
制

度
創
設（
舞
茸
、ワ
サ
ビ
、ソ
バ
）

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
支
給
事
業

（
県
内
医
療
機
関
窓
口
無
料
化
）

●
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

●
新
庁
舎
建
設

●
共
同
住
宅
建
設
（
移
住
者
、
山

村
留
学
、
職
員
用
）

●
村
内
公
民
館
、
地
区
集
会
所
の

ト
イ
レ
改
修

●
総
合
計
画
、
総
合
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
の
見
直
し

●
丹
波
山
村
観
光
推
進
計
画
の
新

規
策
定

特別会計
当初予算

■国保（事業）特別会計

1億2,334万5千円
国民健康保険の運営

（前年度比　11.4％増額）

■国保（直診）特別会計

8,650万6千円
医科・歯科診療所の運営

（前年度比　2.6％減額）

■介護保険特別会計

1億4,061万9千円
介護保険の運営

（前年度比　3.4％増額）

■介護サービス特別会計

41万2千円
介護サービスの運営

（前年度比　0.0％同額）

■後期高齢者医療会計

1,218万7千円
75歳以上の長寿医療保
険の運営

（前年度比　7.7％減額）

■簡易水道事業特別会計

2億8,400万円
水道施設の維持管理と施
設整備

（前年度比 158.5％増額）

■下水道事業特別会計

1億5,680万4千円
下水道施設の維持管理と
施設整備

（前年度比　30.0％減額）

■温泉事業特別会計

2億5,134万7千円
丹波山温泉のめこい湯・
直売所・道の駅の運営

（前年度比　14.5％増額）

■水源の里事業特別会計

2,626万2千円
つり場・そば処・すべり
台など観光施設の運営

（前年度比　2.5％増額）

■奨学資金特別会計

180万4千円
高校・大学進学者への奨
学金貸付

（前年度比　49.7％増額）

■有線テレビ特別会計

543万3千円
有線テレビ放送・インタ
ーネット施設の運営

（前年度比　41.1％減額）

主
要
事
業
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平
成
31
年
3
月
定
例
議
会
の
開
会
に
あ
た

り
ま
し
て
、
新
年
度
の
村
政
運
営
に
対
し
ま

す
施
政
方
針
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
を
は

じ
め
広
く
村
民
の
皆
様
の
御
理
解
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
年
4
月
30
日
、
天
皇
陛
下
が
ご
退
位
さ

れ
、
皇
太
子
殿
下
が
翌
5
月
1
日
に
ご
即
位

さ
れ
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本

大
震
災
を
始
め
と
す
る
大
き
な
自
然
災
害
が

相
次
い
だ
平
成
の
時
代
。
被
災
地
の
現
場
に

は
必
ず
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
お
姿
が
あ

り
ま
し
た
。
平
成
は
日
本
人
の
底
力
と
人
々

の
絆
が
ど
れ
ほ
ど
ま
で
に
パ
ワ
ー
を
持
つ

か
、
そ
の
こ
と
を
示
し
た
時
代
で
も
あ
り
ま

し
た
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
、
日
本

人
は
幾
度
と
な
く
大
き
な
困
難
に
直
面
し
ま

し
た
が
、
そ
の
た
び
に
大
き
な
底
力
を
発
揮

創
生
総
合
戦
略
」
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
村

政
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
の
任
期

の
折
り
返
し
と
な
る
平
成
31
年
度
は
、
こ
れ

ま
で
蒔
い
て
き
た
施
策
の
種
や
、
育
ち
つ
つ

あ
る
施
策
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す

る
と
と
も
に
、
私
の
2
年
間
の
視
察
や
研
修

で
得
た
成
果
を
、
い
よ
い
よ
具
現
化
す
る
年

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
老
若
男
女
あ
ら
ゆ

る
世
代
の
方
々
が
「
住
み
続
け
た
い
」「
訪

れ
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
丹
波
山
村

の
実
現
に
向
け
て
、
村
民
の
皆
様
と
と
も
に

着
実
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
私
が
2
年
前
の

所
信
表
明
で
掲
げ
た
4
つ
の
柱
、
こ
の
柱
を

ぶ
れ
る
こ
と
な
く
重
点
に
据
え
、
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
こ
に
も
負
け
な
い
教
育
環
境
を

創
設
し
、
人
材
育
成
を
図
り
ま
す

　
私
は
、
こ
の
2
年
間
、
丹
波
山
村
の
子
ど

も
た
ち
が
夢
に
向
か
っ
て
自
ら
を
高
め
、
仲

間
と
と
も
に
楽
し
く
学
べ
る
環
境
を
創
る
こ

と
の
一
環
と
し
て
、
活
き
た
英
語
と
本
物
の

異
文
化
を
体
験
さ
せ
る
た
め
、
2
年
間
に
わ

た
り
村
の
小
中
学
生
に
米
軍
横
田
基
地
で
の

異
文
化
体
験
を
経
験
さ
せ
ま
し
た
が
、
今
年

度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
一
時
的
な
体
験
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
も
う
一
歩
踏
み
込
み
、
本
物
の
体
験

を
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
実
際
に
ア
メ
リ
カ
本
土
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
、
現
地
の
学
校
で
授
業
や
ボ

し
、
人
々
が
助
け
合
い
、
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
急
速
に
進
む

少
子
高
齢
化
、
激
動
す
る
国
内
・
国
際
情
勢

の
中
、
私
た
ち
の
子
や
孫
の
世
代
に
輝
か
し

い
日
本
を
引
き
渡
す
た
め
、共
に
力
を
併
せ
、

日
本
が
平
成
の
そ
の
先
の
時
代
に
向
か
っ
て

進
み
だ
す
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な

時
代
を
迎
え
る
中
で
、
丹
波
山
村
長
と
い
た

し
ま
し
て
、
や
る
べ
き
施
策
、
そ
し
て
、
お

約
束
し
た
施
策
を
粛
々
と
進
め
、
こ
の
村
に

住
む
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
々
が
い
き
い
き
と

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
丹
波
山
村
の
実
現
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
、
平
成
29
年
5
月
に
村
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
折
り
返
し
の
3
年
目
の
村
政
運
営
と
な
り

ま
す
。
村
長
就
任
の
際
の
所
信
表
明
に
お
き

ま
し
て
、
任
期
中
の
村
政
運
営
の
基
本
的
な

方
向
を
お
示
し
い
た
し
ま
し
た
が
、
施
策
実

現
の
た
め
、
私
は
こ
の
2
年
間
努
力
を
惜
し

ま
ず
、
自
ら
先
頭
に
立
ち
職
員
を
鼓
舞
し
つ

つ
、
様
々
な
施
策
へ
の
種
ま
き
を
行
う
と
と

も
に
、
新
た
な
施
策
も
積
極
的
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
村
政
運
営
折
り
返
し
と
な

る
平
成
31
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
私
が
蒔
い
て

き
た
施
策
の
種
や
、
芽
を
出
し
育
ち
つ
つ
あ

る
施
策
を
大
き
く
花
開
か
せ
る
た
め
、
全
力

で
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
村
長
就
任
時
の
所
信
表
明
で
「
丹

波
山
村
の
未
来
の
た
め
に
！
　
心
豊
か
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
丹
波
山
村
の
実
現
に
向
け

て
」
4
つ
の
柱
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
こ
の
お

約
束
と
「
丹
波
山
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

心豊かに安心して暮らせる
丹波山村の実現に向けて

追悼　舩木良教村長
村長施政方針の全文

ど
こ
に
も
負
け
な
い
教
育
環
境
を

創
設
し
、
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
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ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
村
民
の
皆
様
が
一
流

の
演
劇
、
音
楽
、
絵
画
な
ど
の
芸
術
鑑
賞
の

ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
本
物
に
接
す
る

機
会
を
設
け
、
生
涯
に
わ
た
り
楽
し
み
な
が

ら
学
習
す
る
た
め
の
事
業
を
2
年
間
に
わ
た

り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
も

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
再
建
し
た
七
ツ
石
神
社
は
、青
梅
の「
武

蔵
御
岳
神
社
」
や
秩
父
の
「
三
峰
神
社
」
と

の
要
衝
で
あ
る
石
尾
根
上
に
あ
る
狼
信
仰
の

痕
跡
を
残
す
社
で
あ
り
ま
す
。
狼
信
仰
は
、

青
梅
の
「
武
蔵
御
岳
神
社
」、
秩
父
の
「
三

峰
神
社
」
の
み
な
ら
ず
、
県
内
に
も
数
か
所

確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
村
で
は
、
七
ツ
石

神
社
の
再
興
を
機
に
、
歴
史
的
経
緯
や
地
域

の
風
土
に
根
ざ
し
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継

が
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
狼
伝
承
を
取
り
ま
と

め
、
日
本
遺
産
に
申
請
す
る
た
め
の
調
査
・

研
究
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

村
に
縁
の
深
い
狼
及
び
狼
信
仰
を
村
の
シ
ン

ボ
ル
の
一
つ
と
し
て
設
定
し
、
観
光
の
目
玉

と
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
、
狼
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
手
ぬ
ぐ
い
、

職
員
の
夏
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
へ
の
狼
の
刺
し
ゅ

う
、
狼
ラ
ベ
ル
の
「
丹
波
山
ビ
ー
ル
」、
七

ツ
石
の
名
称
を
使
用
し
た
焼
酎
「
七
ツ
石
」

な
ど
を
製
品
化
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
狼

の
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
た
様
々
な
も
の
を
商

品
化
す
る
予
定
で
す
が
、
日
本
遺
産
申
請
へ

の
弾
み
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、「
人
材
育
成
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

私
は
、
就
任
時
の
所
信
表
明
で
、
小
中
学
生

の
教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
大
学
の

ゼ
ミ
合
宿
な
ど
を
誘
致
し
、
学
生
と
子
供
た

ち
や
村
民
の
交
流
の
場
を
作
り
、
そ
の
こ
と

を
通
じ
双
方
が
学
び
あ
い
、
そ
の
中
か
ら
人

材
が
育
成
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
こ
と

を
お
約
束
し
、
現
在
ま
で
日
々
努
力
を
続
け

て
お
り
ま
す
。
一
方
、
役
場
職
員
や
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
に
対
し
て
の
人
材
育
成
の
一

環
と
し
て
、
12
月
議
会
定
例
会
の
あ
い
さ
つ

の
中
で
、「
丹
波
山
村
職
員
の
提
案
及
び
改

善
に
関
す
る
規
程
」
を
制
定
し
、
提
案
及
び

改
善
報
告
を
募
集
中
の
旨
を
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
結
果
27
件
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀

賞
1
件
、
優
良
賞
4
件
、
努
力
賞
7
件
、
提

案
賞
8
件
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

年
間
を
と
お
し
て
優
秀
な
業
績
を
上
げ
た
職

員
等
を
表
彰
す
る
「
職
員
業
績
表
彰
規
程
」

も
制
定
し
て
お
り
、
こ
の
先
、
対
象
者
の
自

薦
又
は
推
薦
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
私
は
、
職
員
等
の
意
見
や
提
案
を
き

ち
ん
と
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業

遂
行
上
、
顕
著
な
業
績
を
上
げ
た
も
の
を
表

彰
と
い
う
形
で
認
め
る
こ
と
が
人
材
育
成
の

基
本
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
私
は
、
平
成
31
年

度
に
村
民
の
皆
様
や
団
体
等
を
対
象
と
し
た

「
表
彰
制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。
長
年
に
わ

た
り
様
々
な
分
野
で
丹
波
山
村
に
貢
献
い
た

だ
い
た
り
、
貢
献
し
て
い
る
個
人
や
団
体
の

労
苦
に
報
い
る
た
め
、
村
民
を
代
表
し
、
そ

の
功
績
を
表
彰
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
後
、議
員
各
位
の
意
見
等
も
伺
い
な
が
ら
、

詳
細
を
決
定
し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
す
る

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、来
年
度
予
算
に「
海

外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
短
期
留
学
派
遣
事
業
費
」

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
私
は
、
丹
波
中
学
校

の
生
徒
が
在
学
中
に
ア
メ
リ
カ
の
家
族
と
生

活
を
共
に
し
、
様
々
な
体
験
を
積
む
こ
と
は

生
徒
に
と
っ
て
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
身
に

つ
く
と
確
信
し
て
お
り
、
将
来
の
大
き
な
夢

の
実
現
や
魅
力
あ
る
人
間
性
の
確
立
の
糧
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、「
丹
波
山
村
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
」
で
す
。
変
化
が
激
し
く
不
透
明
な
時
代

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
中
長
期
的
な

展
望
に
立
ち
、
将
来
の
見
通
し
を
持
ち
な
が

ら
、
村
の
教
育
が
村
民
と
と
も
に
目
指
す
目

標
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て

村
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
で
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
丹
波
山
村
の
教
育
が
一
人

ひ
と
り
の
可
能
性
を
伸
ば
し
、
未
来
を
切
り

拓
く
力
を
育
む
こ
と
を
願
い
、
今
年
度
中
に

丹
波
山
村
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

　
次
に
、「
小
中
一
貫
校
及
び
併
設
型
校
舎

の
検
討
」
で
す
。
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
児
童

生
徒
数
10
名
程
度
の
こ
の
村
こ
そ
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
ま
で
の
9
年
間
の
義
務
教
育
を

一
貫
し
て
、
小
中
併
設
型
の
校
舎
で
共
に
学

び
あ
え
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
小
中
連
携
型

の
教
育
活
動
を
現
在
の
取
り
組
み
よ
り
一
層

地
域
の
実
情
に
即
し
た
も
の
に
す
る
よ
う
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
社
会
教
育
事
業
」
で
す
が
、
子

す
べ
て
の
人
が
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
福
祉
の
村
づ
く
り

　
先
ず
は
、「
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
支
給

事
業
窓
口
無
料
化
」
を
実
施
し
ま
す
。
丹
波

山
村
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
暮
ら
し
、
そ
し
て

生
涯
を
終
え
る
と
い
う
、
一
生
を
過
ご
す
過

程
に
お
い
て
、
誰
も
が
願
う
こ
と
は
、
ど
の

時
点
に
お
い
て
も
健
康
で
心
豊
か
に
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
村
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
今
年
度
は
、
こ
の
村
で
、
子

ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
際
の
医
療
費
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
出
生
し

て
か
ら
中
学
卒
業
の
15
歳
ま
で
医
療
費
が
無

料
だ
っ
た
も
の
を
、
18
歳
に
達
す
る
年
度
末

ま
で
に
拡
大
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
5

歳
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
は
窓
口
で
支
払
う

こ
と
が
な
い
よ
う
な
措
置
を
取
っ
て
き
た
も

の
の
、
5
歳
を
超
え
た
医
療
費
は
一
旦
窓
口

払
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
18
歳
ま
で
同
様
の
措
置
を
取
る
こ
と

が
村
民
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
4
月
か
ら
は
県
内
の
医
療
機
関
等
に
受

診
す
る
場
合
は
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
な
い

よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、「
丹
波
山
村
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン

ト
ラ
リ
ー
」
を
創
設
い
た
し
ま
す
。
現
在
、

村
で
は
、
病
気
に
か
か
ら
な
い
た
め
の
「
一

次
予
防
」、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
た
め
の
「
二
次
予
防
」
と
し
て
、
集
団
検

診
や
人
間
ド
ッ
ク
、健
康
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

す
べ
て
の
人
が
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
福
祉
の
村
づ
く
り
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私
は
未
来
会
議
の
会
長
と
し

て
こ
の
会
議
を
牽
引
し
て
お

り
ま
す
が
、
提
案
さ
れ
た
意

見
を
精
査
し
、
新
た
な
事
業

に
結
び
付
け
て
行
く
所
存
で

す
。
ま
た
、
数
少
な
い
職
員

で
村
の
事
務
事
業
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
が
、
村
が
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
、
課
と
い

う
枠
を
越
え
て
、
様
々
な
意

見
集
約
が
図
れ
る
よ
う
、
職

員
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
中
心
に
「
丹
波

山
村
総
合
戦
略
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
の
委
員
会
は
副
村
長
を
リ
ー
ダ
ー

に
「
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
こ
と
」「
未
来

会
議
に
関
す
る
こ
と
」「
地
域
創
生
に
関
す

る
こ
と
」「
そ
の
他
新
規
事
業
の
企
画
立
案

に
関
す
る
こ
と
」
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
を

私
に
具
申
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

す
べ
て
の
こ
と
に
関
し
て
期
待
以
上
の
報
告

が
上
が
っ
て
き
て
お
り
、
4
月
以
降
の
成
果

も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、「
特
産
品
の
開
発
」
で
す
が
、
昨

年
度
は
、青
梅
市
の
小
澤
酒
造
に
「
雲
取
山
」

「
飛
龍
山
」「
大
菩
薩
」
の
日
本
酒
を
、
清
里

の
萌
木
の
村
に
「
デ
ュ
ン
ケ
ル
」「
ラ
ガ
ー
」

「
ピ
ル
ス
ナ
ー
」
の
丹
波
山
ビ
ー
ル
の
製
造

を
依
頼
し
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
売
れ
行
き
が

好
調
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

も
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
31
年
度

は
村
内
で
収
穫
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
原
料

と
し
た
焼
酎
、
ビ
ー
ル
を
製
造
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
焼
酎
は
芋
焼
酎
の
本
場
、

鹿
児
島
県
の
酒
造
会
社
に
古
式
甕
仕
込
み
に

よ
り
、
ビ
ー
ル
は
清
里
の
萌
木
の
村
に
醸
造

を
依
頼
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
子
ど
も
議
会
で
提

案
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
イ
ダ
ー
の
製
造
販

売
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
丹
波

山
産
の
原
料
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
り
定
着
さ
せ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、「
丹
波
山
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
飲
料
助

成
制
度
の
創
設
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
販
売
し

て
き
た
酒
、
ビ
ー
ル
、
焼
酎
の
ほ
か
、
今
後
、

販
売
を
予
定
し
て
い
る
サ
イ
ダ
ー
な
ど
を
将

来
に
わ
た
り
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
村
内

の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
に
も
提
供
い
た
だ

き
、
観
光
客
の
み
な
ら
ず
村
民
の
皆
様
に
も

愛
飲
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
村
内
の
宿
泊
施
設
、

飲
食
店
等
で
、
そ
れ
ら
の
商
品
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
場
合
に
、
一
部
を
還
元
さ
せ
て

い
た
だ
く
「
丹
波
山
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
飲
料
助

成
制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
次
に
、「
学
生
発
案
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
実

施
」
で
す
。
昨
年
、
県
民
セ
ン
タ
ー
の
仲
介

に
よ
り
県
内
外
の
大
学
生
が
、
村
の
活
性
化

の
た
め
の
事
業
・
施
策
を
提
案
し
て
く
れ
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
県
内
外
の
多
く
の
学

生
が
村
内
に
宿
泊
し
な
が
ら
、
各
班
に
分
か

れ
、
様
々
な
観
点
か
ら
村
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
事
業
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
素
晴
ら
し
い
提
案
が
多
数
出
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
い

た
学
生
が
、今
年
に
な
っ
て
改
め
て
来
村
し
、

新
た
な
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
具
体
的

な
内
容
は
、
今
後
詰
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、

私
は
、
こ
の
提
案
を
地
方
創
生
交
付
金
を
活

用
し
て
具
現
化
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

学
生
発
案
の
事
業
が
、
村
と
共
同
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、「
農
業
に
関
す
る
村
単
独
助
成
制

度
の
創
設
」
で
す
。
荒
廃
農
地
の
利
活
用
の

一
環
と
し
て
、
村
単
独
の
助
成
事
業
を
創
設

い
た
し
ま
す
。
原
木
舞
茸
や
ワ
サ
ビ
、
ソ
バ

な
ど
、
丹
波
山
村
な
ら
で
は
の
農
作
物
が
あ

社
会
福
祉
協
議
会
や
食
生
活
改
善
推
進
員
会

が
実
施
す
る
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
来
年
度
は
、
歯
周
病

を
対
象
と
し
た
歯
科
検
診
事
業
も
新
た
に
加

え
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
、様
々

な
健
診
事
業
等
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
健

診
受
診
率
の
増
加
、健
康
へ
の
関
心
の
向
上
、

運
動
意
識
の
向
上
・
運
動
の
習
慣
化
、
適
正

な
食
生
活
の
習
慣
化
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
そ
れ
ら
各
種
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
村
民
の
皆
様
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
商
工
会
発
行
の
商
品
券

と
交
換
で
き
る
「
丹
波
山
村
健
康
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
ラ
リ
ー
事
業
」
を
創
設
い
た
し
ま

す
。

住
む
人
が
誇
れ
る

笑
顔
の
あ
る
村
づ
く
り

　
先
ず
は
、「
未
来
会
議
と
総
合
戦
略
検
討

委
員
会
に
つ
い
て
」
で
す
が
、
こ
の
村
に
は

何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
素
晴
ら
し
い
自
然

環
境
と
暖
か
い
村
民
性
、
伝
統
文
化
や
祭
り

の
ほ
か
、様
々
な
四
季
の
恵
み
が
あ
る
一
方
、

負
の
遺
産
と
も
い
う
べ
き
、
第
２
源
泉
な
ど

の
施
設
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
財
産

の
有
効
活
用
や
今
後
の
村
の
未
来
予
想
図
を

自
由
に
語
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
7
月

に
「
丹
波
山
村
未
来
会
議
」
の
設
置
を
い
た

し
ま
し
た
。
未
来
会
議
は
こ
の
1
月
に
4
回

目
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
会
を
重
ね
る
ご
と

に
意
見
が
活
発
化
し
、
注
目
す
べ
き
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

▲ 村のオリジナル焼酎、日本酒、ビール

住
む
人
が
誇
れ
る

笑
顔
の
あ
る
村
づ
く
り
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り
ま
す
が
、
生
産
量
が
伸
び
な
い
こ
と
や
、

高
齢
化
に
よ
り
生
産
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
現
状
で
す
。
一
方
、
舞
茸
の
健
康

食
品
と
し
て
の
効
果
・
効
能
が
マ
ス
コ
ミ
で

報
道
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
村
の
原
木
舞
茸

の
人
気
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
農
産
物
へ
の
助
成
制
度
を

改
め
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
助
成

制
度
を
創
設
い
た
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
生
産
量
の
増
加
や
後
継
者
の
育
成
に
つ

な
が
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り

　
先
ず
、「
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
」で
す
が
、

昨
年
3
月
の
こ
の
場
で
、
新
庁
舎
建
設
に
取

り
組
む
こ
と
を
お
約
束
し
ま
し
た
が
、
昨
年

4
月
23
日
に
は
、
議
員
全
員
で
構
成
さ
れ
る

「
丹
波
山
村
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
」
を

設
置
い
た
だ
き
、
6
月
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
議
員
全
員
に
よ
る
発
議
に
よ
り
、
新
庁

舎
の
建
設
場
所
は
「
宿
」
と
し
、
同
時
に
そ

の
周
辺
の
再
整
備
を
図
る
旨
の
「
丹
波
山
村

役
場
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
建
設
場
所
に
関
す

る
意
見
書
」
が
採
決
さ
れ
、
こ
の
内
容
を
盛

り
込
ん
だ
「
丹
波
山
村
役
場
新
庁
舎
建
設
基

本
構
想
」
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
計

画
、
設
計
、
発
注
、
施
工
の
各
段
階
に
お
い

て
、
村
の
立
場
に
立
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
っ
て
く
れ
る
株
式
会
社
山
下
P
M
C
と

契
約
を
締
結
し
、
現
在
、
新
庁
舎
に
必
要
な

ニ
ー
ズ
の
抽
出
、
与
条
件
の
整
理
等
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、建
設
場
所
の
決
定
、

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
策
定
、基
本
設
計
、

実
施
設
計
、
工
事
発
注
へ
と
事
業
を
進
め
、

平
成
34
年
4
月
の
新
庁
舎
運
用
開
始
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。
新
庁
舎
建
設
は
、
村
民
の

皆
様
が
「
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
丹

波
山
村
の
実
現
」
の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠

の
事
業
で
あ
り
、
今
後
も
全
力
を
挙
げ
て
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
移
住
者
、
山
村
留
学
家
族
、
職

員
等
の
た
め
の
共
同
住
宅
建
設
」
に
つ
い
て

で
す
が
、
こ
の
村
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
対
策
と
し
て
は
、
移
住
者
を
増
や
す

こ
と
や
、
山
村
留
学
家
族
を
増
や
す
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
希

望
者
が
体
験
宿
泊
す
る
た
め
の
施
設
が
な

く
、
移
住
や
山
村
留
学
が
決
定
し
て
か
ら
家

を
探
す
実
情
で
あ
り
、
職
員
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
へ
の
対
応
も
同
様
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
採
用
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
に
は
、
村
内
業
者
の
宿
舎
を
借
り
上
げ
て

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
ト
イ
レ
や
風
呂
が
共

同
使
用
で
あ
り
、
今
後
、
移
住
者
や
山
村
留

学
家
族
の
受
け
入
れ
を
行
う
場
合
、
自
信
を

も
っ
て
提
供
で
き
る
住
宅
施
設
の
建
設
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
解
消

す
る
た
め
、
新
年
度
予
算
に
共
同
住
宅
の
建

築
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、「
村
内
公
民
館
、
集
会
所
の
ト
イ

レ
の
改
修
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
村
内
の
集

会
所
や
公
民
館
の
ト
イ
レ
は
、
未
だ
に
和
式

の
ま
ま
や
、
暖
房
洗
浄
便
座
に
改
修
さ
れ
て

い
な
い
場
所
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
各
所
で
の

集
会
や
打
ち
合
わ
せ
、
懇
親
会
な
ど
で
利
用

す
る
際
に
、
村
民
の
皆
様
が
快
適
な
環
境
で

ト
イ
レ
が
使
用
で
き
る
よ
う
、
す
べ
て
の
ト

イ
レ
を
快
適
な
ト
イ
レ
に
改
修
い
た
し
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
丹
波
山
村
第
4

次
総
合
計
画
」、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
見
直
し
及

び
「
丹
波
山
村
観
光
推
進
計
画
」
の
新
規
策

定
に
つ
い
て
で
す
が
、
私
は
、
就
任
以
来
、

従
来
の
計
画
に
沿
い
つ
つ
、
私
の
掲
げ
た
お

約
束
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
丹
波
山
村
第

4
次
総
合
計
画
」
が
後
期
に
入
っ
て
い
る
こ

と
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
計
画
期
間
が
平
成
31

年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
計
画
の
見
直

し
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
私

の
掲
げ
た
「
心
豊

か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
丹
波
山
村

の
実
現
に
向
け
て
」

の
重
点
施
策
と
整

合
を
図
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
施

策
の
具
現
化
が
よ

り
明
確
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の

計
画
と
重
複
す
る

内
容
も
あ
り
ま
す
が
、「
丹
波
山
村
観
光
推

進
計
画
」
も
新
規
に
策
定
す
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
村
の
根
幹
事
業
で
あ
る
観

光
振
興
施
策
を
、
総
合
戦
略
や
長
期
総
合
計

画
よ
り
一
層
深
く
切
り
込
ん
だ
実
施
計
画
的

な
も
の
に
し
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
計
画
を
「
絵
に
描
い
た
餅
」

に
し
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
し
た
ス
タ
ッ
フ

に
よ
り
、
実
現
可
能
な
丹
波
山
村
の
未
来
予

想
図
を
立
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
諸
々
述
べ
ま
し
た
事
務
事
業
を
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
着
実
に
積
み
重
ね
、
村
民
の

皆
様
が
納
得
い
た
だ
け
る
よ
う
な
村
政
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。議
員
各
位
を
は
じ
め
、

村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
を
終
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　舩木村長は、去る平成31年4月22日、

午前8時39分、青梅市内の病院にて心筋梗

塞のため亡くなりました。満66歳でした。

　舩木村長は、平成29年4月の村長選挙に

おいて無投票で初当選し、第38代村長に

就任しました。

　基本姿勢として、「心豊かに安心して暮

らせる丹波山村の実現に向けて」に全力

を尽くされ、教育環境の創設と人材育成

に重点をおいた政策を展開し、村の発展

に大きく貢献しました。

　謹んでお悔やみを申し上げます。

舩木良教村長が死去

安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
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４月５日（金）、丹波小学校入学式が行われました。
新１年生は、小原柚芽ちゃん（奥秋・悟さん）ひとりですが、
元気いっぱいにお返事をして、小学生の仲間入りをしました。
今日はちょっとおめかし、校長先生のお話にも、お行儀良く聞いて
いました。かわいい笑顔が、校庭いっぱいに春を呼んできました。

（　）内は地区、保護者名

４月５日（金）、丹波中学校入学式が行われました。
男子１名、女子３名の新入生が、真新しい制服に身
を包み、新たなスタートを切りました。スポーツや
勉強、部活動や丹波中伝統の全校音楽など、新し
いことにチャレンジして、大きく、たくましく成長し
てもらいたいと思います。

（　）内は地区、保護者名

▲ ちょっと緊張気味の柚芽ちゃんです

▲ 村長さんと一緒に、元気いっぱいです！

▶ 

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
先
生
方
と
一
緒
に

▲ ご両親、先生方と一緒に

丹波中入学式丹波中入学式丹波中入学式丹波中入学式

丹波小入学式丹波小入学式丹波小入学式丹波小入学式４月３日（水）、丹波保育所入所式が行われました。
今年は７人の新しいお友だち。これからみんな一緒
に、元気に遊んで、大きな声で歌って、踊って、
大きく成長していってもらいたいです。
お子さんにとっても、保護者の皆さんにとっても、
安心できる保育所でありたいと願っています。

○内の数字は年齢（　）内は地区、保護者名

４月３日（水）、丹波保育所入所式が行われました。
今年は７人の新しいお友だち。これからみんな一緒
に、元気に遊んで、大きな声で歌って、踊って、
大きく成長していってもらいたいです。
お子さんにとっても、保護者の皆さんにとっても、
安心できる保育所でありたいと願っています。

○内の数字は年齢（　）内は地区、保護者名

保育所入所式保育所入所式保育所入所式保育所入所式

堀口結
ゆ な

菜さん
（上組・純さん）

鶴田知
ともひろ

宏くん
（高尾・宏幸さん）

岡部菜
な な み

々美さん
（保之瀬・晃さん）

平井ハ
は ん な

ンナさん
（高尾・義浩さん）
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４月５日（金）、丹波小学校入学式が行われました。
新１年生は、小原柚芽ちゃん（奥秋・悟さん）ひとりですが、
元気いっぱいにお返事をして、小学生の仲間入りをしました。
今日はちょっとおめかし、校長先生のお話にも、お行儀良く聞いて
いました。かわいい笑顔が、校庭いっぱいに春を呼んできました。

（　）内は地区、保護者名

４月５日（金）、丹波中学校入学式が行われました。
男子１名、女子３名の新入生が、真新しい制服に身
を包み、新たなスタートを切りました。スポーツや
勉強、部活動や丹波中伝統の全校音楽など、新し
いことにチャレンジして、大きく、たくましく成長し
てもらいたいと思います。

（　）内は地区、保護者名

▲ ちょっと緊張気味の柚芽ちゃんです

▲ 村長さんと一緒に、元気いっぱいです！

▶ 

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
先
生
方
と
一
緒
に

▲ ご両親、先生方と一緒に

丹波中入学式丹波中入学式丹波中入学式丹波中入学式

丹波小入学式丹波小入学式丹波小入学式丹波小入学式４月３日（水）、丹波保育所入所式が行われました。
今年は７人の新しいお友だち。これからみんな一緒
に、元気に遊んで、大きな声で歌って、踊って、
大きく成長していってもらいたいです。
お子さんにとっても、保護者の皆さんにとっても、
安心できる保育所でありたいと願っています。

○内の数字は年齢（　）内は地区、保護者名

４月３日（水）、丹波保育所入所式が行われました。
今年は７人の新しいお友だち。これからみんな一緒
に、元気に遊んで、大きな声で歌って、踊って、
大きく成長していってもらいたいです。
お子さんにとっても、保護者の皆さんにとっても、
安心できる保育所でありたいと願っています。

○内の数字は年齢（　）内は地区、保護者名

保育所入所式保育所入所式保育所入所式保育所入所式

藤原ななみちゃん　②
（上組・健次さん）

岡部杏
あ ん な

奈ちゃん　②
（奥秋・直也さん）

守岡音
い ろ は

桜葉ちゃん　③
（押垣外・辰之さん）

東海林紗
さ な

夏ちゃん　③
（上組・哲夫さん）

酒井隆
りゅうげん

玄くん　②
（中組・隆幸さん）

佐上文
ふ み か

香ちゃん　⑤
（押垣外・香代さん）

嶋﨑　廉
れん

くん　①
（奥秋・竜馬さん）
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　５月12日は「民生委員・児童委員の日」です。
村内の各地区には、民生委員・児童委員が９
人、地域全体に主任児童委員が１人います。
　地域の皆様の安全、安心のために、行政や
関係機関と連携を図りながら活動しています。
　民生委員・児童委員は高齢者の見守りや心
配ごと相談などを行い、主任児童委員は、子
どもと子育て家庭の支援を行っています。何
かありましたら、各地区の民生委員・児童委
員や主任児童委員にお気軽にご相談ください。
　各地区の民生委員がご不明の時は、住民生
活課にお問い合わせください。

民生委員・児童委員の活動について
平成31年度　心配ごと相談日程

実施予定日 時　　間 場　　所
平成31年
４月11日（木） 13：30～15：30 高齢者生活福祉センター

令和元年
５月９日（木） 13：30～15：30 高齢者生活福祉センター

６月３日（月） 14：00～16：00 丹波小学校体育館下和室
７月11日（木） 13：30～15：30 高齢者生活福祉センター
８月８日（木） 13：30～15：30 高齢者生活福祉センター
９月12日（木） 13：30～15：30 高齢者生活福祉センター
10月10日（木） 13：30～15：30 高齢者生活福祉センター
11月14日（木） 13：30～15：30 高齢者生活福祉センター
12月２日（月） 14：00～16：00 丹波小学校体育館下和室
令和２年
１月９日（木） 13：30～15：30 高齢者生活福祉センター

２月13日（木） 13：30～15：30 高齢者生活福祉センター
３月12日（木） 13：30～15：30 高齢者生活福祉センター

2 人の方が 90歳の誕生日を迎えられ、村と老人クラブから記念品が贈られ
ました。
当日は、訪問した村長、老人クラブ会長と楽しそうに昔話をされていました。
これからも健康にご留意をされ、いつまでもお元気でいてください。

嶋﨑シゲさん（高尾）　4月8日 青栁てる代さん（高尾）　5月14日
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2
月
4
日
、
甲
府
市
総
合
市
民

会
館
に
お
い
て
「
第
42
回
山
梨
県

消
防
職
員
意
見
発
表
会
」
が
開
催

さ
れ
、
大
月
市
消
防
署
丹
波
山
出

張
所
の
小
俣
広
樹
消
防
副
士
長
の

発
表
「
シ
ン
プ
ル
」
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
県
内
の
消
防
本
部
か
ら
約
20
人

の
発
表
者
が
出
場
し
、
業
務
に
対

す
る
提
言
や
取
り
組
む
課
題
等
に

つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
4
月
に
開
催
さ
れ
た
関
東
支
部

消
防
職
員
意
見
発
表
会
に
山
梨
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
薬
物
乱
用
を
め
ぐ
る
事
件
が
依

然
と
し
て
相
次
い
で
い
ま
す
。
近

年
は
、
特
に
若
者
を
中
心
に
大
麻

に
よ
る
検
挙
者
が
急
増
し
て
い
ま

す
。

　
薬
物
乱
用
と
は
、
薬
物
を
本
来

の
医
療
目
的
か
ら
逸
脱
し
た
方
法

で
不
正
に
使
用
す
る
こ
と
で
す
。

覚
せ
い
剤
、
M
D
M
A
等
合
成

麻
薬
や
大
麻
等
は
法
律
に
よ
っ
て

所
持
、
販
売
、
生
産
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
薬
物
で
す
。
ま
た
、
違
法

薬
物
の
使
用
は
、
た
と
え
一
回
だ

け
で
も
「
乱
用
」
に
な
る
と
と
も

に
、
法
律
で
「
犯
罪
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
違
法
薬
物
の
使
用
に
は
依
存
性

が
あ
り
、
本
人
の
脳
や
体
を
破
壊

し
、
使
用
す
る
前
の
体
に
戻
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
切

な
家
族
の
人
生
に
ま
で
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
自
分
自
身
の
た

め
に
、
大
切
な
人
の
た
め
に
違
法

薬
物
を
拒
絶
す
る
強
い
意
志
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　
国
及
び
県
で
は
、
新
国
連
薬
物

乱
用
根
絶
宣
言
の
支
援
事
業
と
し

て
、
6
月
20
日
か
ら
7
月
19
日
ま

で
の
一
か
月
間
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」
普
及
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
違
法
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し

く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
身
近
な

人
の
薬
物
乱
用
に
気
付
い
た
と
き

は
、
勇
気
を
も
っ
て
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

富
士
・
東
部
保
健
所
　
衛
生
課

☎
0
5
5
5
（
2
4
）
9
0
3
3

お
知
ら
せ
　Inform

ation
小
俣
消
防
副
士
長

最
優
秀
賞
を
受
賞

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

村の現況は、さらなる少子高齢化の進行が予想
される中、丹波山村が目指す子どもたちの姿を
実現し、より良い学校教育を発展させ、その結
果が地域全体に良い影響をもたらすという観点
から、新しい学校づくりに向けた環境整備につ
いて具体的に検討を進め、すべての村民が生涯
学び続け、いきいきと暮らしていける “ 人が輝
く丹波山の教育 ” を柱にしながら、将来的に推
進していく「教育ビジョン」の策定を進めてい
ます。

▲ 5月10日、第1回策定委員会を開催しました。

平成31年度
「丹波山村教育ビジョン」

を策定します。

丹波山村長選挙
舩木良教村長の死去に伴う丹波山村長選挙は、６月
４日告示、６月９日投開票です。

　　　　  令和元年	６月９日（日）
　　　　  ▶第１投票所　丹波山村役場　
　　　　  　時間：午前７時00分～午後６時00分

　　　　  ▶第２投票所　鴨沢公民館
　　　　  　時間：午前７時00分～午後６時00分

▶期　間　令和元年６月５日（水）～６月８日（土）
　　　　　までの４日間
　　　　　時間：午前８時30分～午後８時00分

▶場　所　丹波山村役場　相談室

投票日

投票所

期日前投票
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12年ぶり議員定数を削減、
同時に議員報酬も引き上げ！ 村 議 会

5月臨時会
村議会 5 月臨時会は、5 月 8 日に開会し、同日閉会いた
しました。
村議会議員選挙後、初の議会開会となり、正副議長の選挙、
各常任委員会等委員も選任されました。
審議された案件は、令和元年度一般会計補正予算と監査
委員選任の 2 件の議案が提出され、すべて原案のとおり
可決されました。

丹波山村議会議員定数の推移（戦後）

選挙の
有無 議員定数 当時の人口

（4月1日） 議長選出※

昭和22年4月 選　挙 12 人 ※ 2,133 人 中村　正文

昭和26年4月　増員 無投票 16 人 ※ 2,180 人 中村　正文

昭和30年4月 無投票 16 人 ※ 2,302 人 中村　正文

昭和34年4月 選　挙 16 人 ※ 2,261 人 中村　正文

昭和38年4月 選　挙 16 人 ※ 2,224 人 岡部利喜男

昭和42年4月　削減 無投票 12 人 ※ 1,824 人 守屋　幸夫

昭和46年4月 選　挙 12 人 1,677 人 守屋　幸夫

昭和50年4月 無投票 12 人 1,511 人 河村　　勇

昭和54年4月 選　挙 12 人 1,350 人 守屋　武彦

昭和58年4月 選　挙 12 人 1,266 人 守屋　武彦

昭和62年4月 無投票 12 人 1,182 人 酒井　耐伍

平成3年4月 選　挙 12 人 1,079 人 芦澤　幸榮

平成7年4月 無投票 12 人 1,025 人 芦澤　幸榮

平成11年4月　削減 選　挙 10 人 969 人 木下香奈子

平成15年4月 無投票 10 人 908 人 木下香奈子

平成19年4月　削減 選　挙 8 人 798 人 守屋　茂久

平成23年4月 選　挙 8 人 691 人 守屋　茂久

平成27年4月 無投票 8 人 597 人 白木　昭一

平成31年4月　削減 選　挙 6 人 565 人 嶋﨑　義人
※印は直近の国勢調査及び推計人口、議長は任期最初に選出された者

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1

回
）
は
、
2
0
7
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
予
算
額
は
15
億
3
7
7
5
万
9
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

▼
歳
入
は
、

繰
越
金
　
2
0
7
万
円

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
す
。

▼
歳
出
は
、

総
務
費
　
2
0
7
万
円

6
月
9
日
に
執
行
さ
れ
る
丹
波
山
村
長
選
挙

の
経
費
で
す
。
投
開
票
の
管
理
者
や
立
会
人

の
報
酬
、職
員
手
当
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。▲挙手による採択の結果可決されました（3 月議会）

村長等の給与（月額　単位：円）

改正前 改正後
村　長 500,000 520,000

副村長 400,000 440,000

教育長 400,000 420,000
※平成31年4月1日から適用

村議会議員の報酬（月額　単位：円）

改正前 改正後
議　長 190,000 215,000

副議長 158,000 183,000

議　員 135,000 160,000
※令和元年5月1日から適用

■	

村
長
・
副
村
長
・
教
育
長
、
村
議

会
議
員
の
報
酬
、
給
与
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
3
月
6
日
に
開
会
し
た
、
村
議

会
3
月
定
例
会
に
お
い
て
、「
丹
波
山
村
議

会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
」、
及
び
「
丹
波
山
村
長
、

副
村
長
及
び
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
」
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
下

表
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
も
丹
波
山
村
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
の
答
申
を
受
け
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
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地　区 区　長 区長代理 自主防災会長 育成会 スポーツ推進員 隣　　保　　長

奥　秋 木下　和彦 岡部　栄久 木下　浩一 嶋﨑　竜馬 瀧本　清明
嶋﨑八重美

1 木下　利博　2 岡部　秀樹　3 木下　武久
4 岡崎淳一郎　5 青栁香代子
6 木下　和彦　7 嶋﨑　竜馬

上　組 白木　昭一 芦澤　公好 白木　昭一 小原　由美 嶋﨑　竜馬
守屋眞由美 1 白木　昭一　2 芦澤　公好

中　組 酒井　隆幸 清水　善明 藤原　　貢 守屋　美鈴 守岡　公寿
守岡　美香

1 坂本　　求　2 藤原　　貢　3 吉村　一彦
4 守屋　富重

下　組 河村　春樹 芦澤将一郎 芦澤将一郎 芦澤将一郎 岡部　英利
酒井　勝平

1 伊藤　　巖　2 河村　春樹　3 船木　進五
4 芦澤千惠子　5 廣瀬　直照

高　尾 青栁　敏彦 酒井　新吉 楳澤千代男 嶋崎まさ江 浅井　由紀
小川　理恵

1 田中　雄二　2 吉村　好一　3 吉村　　実
4 唐澤　文夫　5 白木　道雄

押垣外 舩木　正之 芦澤　泰士 岡部　　薫 守岡　辰之 舩木　政和
佐藤　駿一 1 青栁　和夫　2 岡部モト子　3 岡部　政幸

保之瀬 舩木　秀恭 長谷川達弥 岡部　　清 舩木みゆき 岡部　　晃
岡部　雅敏 1 長谷川達弥　2 小林　弘幸　3 河村　豊作

東　部 吉野はやと
岡部　隆一
青栁スミ子
小林　敏男

河村　直樹 － 岡部　隆一
河村八重子

1 青栁トシ子　2 嶋﨑　　晃　3 酒井　正光
4 伊藤　　旭　5 嶋﨑三千男
6 青栁スミ子　7 酒井きぬ子

令和元年度　各地区役員名簿 （敬称略）

守屋　旭　①
監査委員・厚生経済常任副
委員長

白木昭一　⑧
総務教育常任委員長

守屋保志　②
副議長・議会運営副委員長・
庁舎建設特別副委員長

嶋﨑義人　④
議長・山梨県東部広域連合
議員・山梨県後期高齢者医
療広域連合議員

酒井隆幸　②
総務教育常任副委員長・議
会運営委員長・庁舎建設特
別委員長

平成 31 年 4 月 21 日（日）、村議会議員一般選挙が執
行されました。
今回の選挙から、定数が 6 人に削減され、現職 4 人
と新人 3 人が立候補、8 年ぶりの選挙戦になりました。
投票率は 91.94％、任期は令和元年 5 月 1 日から令和
5 年 4 月 30 日までです。

敬称略　○内の数字は任期数

新しい村議会議員の紹介

廣瀬直照　①
厚生経済常任委員長・議会
運営委員

議長に嶋﨑義人氏
　副議長に守屋保志氏
　　監査委員に守屋旭氏
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課長　　　　木下　喜人　・課の統括　人事　広域行政
主査　　　　岡部　英利　・財政全般　過疎対策
主事　　　　滝本　清明　・統計　給与
主事　　　　中込　隼人　・税務全般　消防防災
臨時職員　　木下　和彦　・議会だより　広報丹波山
臨時職員　　藤山　　究　・ふるさと納税
会計管理者　岡部　英利　・（兼務）出納
臨時職員　　吉野　松見　・出納　庶務

課長　　　　長谷川達弥　・課の統括　簡易水道　環境衛生全般
主査　　　　中村　達也　・（兼務）戸籍　住民基本台帳　年金　生活保護
主事　　　　西山　正海　・介護保険　老人福祉全般　障害福祉全般
主事　　　　風間　奈央　・戸籍　住民基本台帳　年金　児童手当
主事　　　　木下　真一　・国保　後期高齢者医療　老人クラブ
保健師　　　藤森希美江　・保健事業　民生委員　食生活改善
保健師　　　守屋　朋美　・保健事業　児童福祉　保育所
主査　　　　久保田崇史　・保育士
主査　　　　永石　みか　・保育士
主事　　　　酒井　麻未　・保育士
臨時職員　　山本真由美　・給食調理　所内用務
医師　　　　古屋　禎男　・医師
看護師　　　武井　千春　・看護師
主事補　　　田中　裕子　・医療事務
パート　　　舩木みゆき
歯科医師　　藤下　昌代　・歯科医師
パート　　　岡部　　咲
センター長　長谷川達弥　・（兼務）センター統括
主事　　　　西山　正海　・（兼務）事務
保健師　　　藤森希美江　・（兼務）包括支援事業
保健師　　　守屋　朋美　・（兼務）包括支援事業

課長　　　　芦澤将一郎　・課の統括　土木全般　下水道　住宅
主任　　　　雨宮　真澄　・農務全般　空き家バンク
主任　　　　舩木　隆嘉　・林務全般
協力隊員　　佐藤　駿一　・地域おこし協力隊

課長　　　　木下　喜人　・（兼務）課の統括
主査　　　　相生　有得　・観光　商工　夏まつり
主任　　　　磯部　智博　・温泉　道の駅
業務員　　　舩木　健一　・水源の里　道の駅
協力隊員　　福島　千冬　・地域おこし協力隊
協力隊員　　坂本　裕子　・地域おこし協力隊
総支配人　　原島　秀明　・（兼務）
支配人　　　白木　敏彦　・温泉統括
主事補　　　酒井　裕子　・温泉業務
臨時職員　　小池　文夫　・村営つり場管理人
臨時職員　　楳澤千代男　・ローラーすべり台管理人

室長　　　　原島　秀明　・（兼務）
主査　　　　中村　達也　・新庁舎建設

次長　　　　守屋　　剛　・委員会事務の総括　学校教育
主事　　　　堀内　麗暖　・社会教育　情報化
集落支援員　寺崎　美紅　・集落支援員
臨時職員　　岡部　智子　・学校給食調理
村単教員　　三枝　高徳　・小学校教諭
村単教員　　松井　愛樹　・小学校教諭
臨時職員　　橋詰　幸子　・小学校用務員
臨時職員　　廣瀬　清美　・中学校事務員
臨時職員　　清水　　都　・中学校用務員
ＡＬＴ　　　ネイト　　　・外国語指導助手

局長　　　　芦澤　泰士　　　　　　書記　岡部　英利（兼務）

局長　　　　芦澤　泰士（兼務）　　書記　岡部　英利（兼務）

局長　　　　芦澤　泰士（兼務）　　書記　岡部　英利（兼務）

局長　　　　木下　喜人（兼務）　　書記　中込　隼人（兼務）

局長　　　　芦澤将一郎（兼務）　　書記　雨宮　真澄（兼務）

議会事務局

監査委員事務局

選挙管理委員会事務局

固定資産評価審査委員会事務局

農業委員会事務局
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大月消防署丹波出張所の
所長として赴任されまし
た。
安藤所長は、大月市富浜
町在住の54歳、特技は柔
道３段の腕前、趣味はス
ポーツ観戦です。

４月１日付けで、教育委
員会に配属になり、社会
教育と情報化事務などを
担当いたします。
甲斐市竜王出身の21歳、
奥秋地区に移住してきま
した。

４月１日付けで、住民生
活課に配属になり、国民
健康保険と後期高齢者医
療事務、老人クラブなど
を担当いたします。
奥秋地区の26歳、木下修
一さんの長男です。

丹波駐在所に新しいおま
わりさんが赴任されまし
た。
藤原警部補は、昭和町出
身の29歳、奥様と保育所
児のななみちゃんと一緒
に移住してきました。

最
優
秀
賞
を
受
賞

広
報
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波
山

広
報
丹
波
山

▶ 

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品

【広報紙部門】
　　市の部　　広報やまなし（山梨市）
　　町村の部　広報丹波山（丹波山村）

【写真部門】
　　広報やまなし（山梨市）
　　広報いちかわみさと（市川三郷町）

【映像部門 最優秀賞】
　　早川町観光ＰＲ動画（早川町）

【議会広報紙部門 最優秀賞】
　　上野原市議会だより（上野原市）
　　議会だより しょうわ（昭和町）

山梨県広報協会主催の平成30年度県広報コンクールにおいて、広報紙部門・町村の部
で「広報丹波山 No161・平成30年２月号」が最優秀賞に選ばれました。
広報丹波山は、これまで「奨励賞」が４度ありましたが、「最優秀賞」は初めての受賞です。
応募総数は、広報紙23点、写真55点、映像５点、議会広報紙20点。
お松引きと成人式の特集記事、誌面レイアウトと見出しの工夫などが評価されました。

新しいおまわりさん
藤原健次さんです

新しい役場職員　　　　　
　　　　　　堀内麗

れのん
暖です

新しい消防出張所長
安藤		貢さんです

新しい役場職員　　　　　
　　　　　　木下真

まさひと
一です

春は新しい出会いの季節です！春は新しい出会いの季節です！
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課長　　　　木下　喜人　・課の統括　人事　広域行政
主査　　　　岡部　英利　・財政全般　過疎対策
主事　　　　滝本　清明　・統計　給与
主事　　　　中込　隼人　・税務全般　消防防災
臨時職員　　木下　和彦　・議会だより　広報丹波山
臨時職員　　藤山　　究　・ふるさと納税
会計管理者　岡部　英利　・（兼務）出納
臨時職員　　吉野　松見　・出納　庶務

課長　　　　長谷川達弥　・課の統括　簡易水道　環境衛生全般
主査　　　　中村　達也　・（兼務）戸籍　住民基本台帳　年金　生活保護
主事　　　　西山　正海　・介護保険　老人福祉全般　障害福祉全般
主事　　　　風間　奈央　・戸籍　住民基本台帳　年金　児童手当
主事　　　　木下　真一　・国保　後期高齢者医療　老人クラブ
保健師　　　藤森希美江　・保健事業　民生委員　食生活改善
保健師　　　守屋　朋美　・保健事業　児童福祉　保育所
主査　　　　久保田崇史　・保育士
主査　　　　永石　みか　・保育士
主事　　　　酒井　麻未　・保育士
臨時職員　　山本真由美　・給食調理　所内用務
医師　　　　古屋　禎男　・医師
看護師　　　武井　千春　・看護師
主事補　　　田中　裕子　・医療事務
パート　　　舩木みゆき
歯科医師　　藤下　昌代　・歯科医師
パート　　　岡部　　咲
センター長　長谷川達弥　・（兼務）センター統括
主事　　　　西山　正海　・（兼務）事務
保健師　　　藤森希美江　・（兼務）包括支援事業
保健師　　　守屋　朋美　・（兼務）包括支援事業

課長　　　　芦澤将一郎　・課の統括　土木全般　下水道　住宅
主任　　　　雨宮　真澄　・農務全般　空き家バンク
主任　　　　舩木　隆嘉　・林務全般
協力隊員　　佐藤　駿一　・地域おこし協力隊

課長　　　　木下　喜人　・（兼務）課の統括
主査　　　　相生　有得　・観光　商工　夏まつり
主任　　　　磯部　智博　・温泉　道の駅
業務員　　　舩木　健一　・水源の里　道の駅
協力隊員　　福島　千冬　・地域おこし協力隊
協力隊員　　坂本　裕子　・地域おこし協力隊
総支配人　　原島　秀明　・（兼務）
支配人　　　白木　敏彦　・温泉統括
主事補　　　酒井　裕子　・温泉業務
臨時職員　　小池　文夫　・村営つり場管理人
臨時職員　　楳澤千代男　・ローラーすべり台管理人

室長　　　　原島　秀明　・（兼務）
主査　　　　中村　達也　・新庁舎建設

次長　　　　守屋　　剛　・委員会事務の総括　学校教育
主事　　　　堀内　麗暖　・社会教育　情報化
集落支援員　寺崎　美紅　・集落支援員
臨時職員　　岡部　智子　・学校給食調理
村単教員　　三枝　高徳　・小学校教諭
村単教員　　松井　愛樹　・小学校教諭
臨時職員　　橋詰　幸子　・小学校用務員
臨時職員　　廣瀬　清美　・中学校事務員
臨時職員　　清水　　都　・中学校用務員
ＡＬＴ　　　ネイト　　　・外国語指導助手

局長　　　　芦澤　泰士　　　　　　書記　岡部　英利（兼務）

局長　　　　芦澤　泰士（兼務）　　書記　岡部　英利（兼務）

局長　　　　芦澤　泰士（兼務）　　書記　岡部　英利（兼務）

局長　　　　木下　喜人（兼務）　　書記　中込　隼人（兼務）

局長　　　　芦澤将一郎（兼務）　　書記　雨宮　真澄（兼務）
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平成31年度　丹波山村行政組織図		（平成31年４月１日現在）
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丹波中卒業式
３月12日（火）、丹波中学校卒業式が行なわれました。
男子３名、女子１名の卒業生が、希望を胸に、それぞ
れの道に向かい巣立っていきました。
丹波中学校の卒業証書授与式は、今年で72回
を数えます。
高校へ行っても頑張ってください。

卒業生（　）内は地区、保護者名
※写真、前列向かって左２人目から
　芦澤優

ゆ う き

輝くん（下組・将一郎さん）
　岡﨑真

ま ひ ろ

公さん（高尾・幸子さん）
　守岡響

ひ び き

希くん（押垣外・辰之さん）
　守屋瑠

る い

唯くん（高尾・秀寿さん）

▲ 卒業証書授与

▶ 

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、
ご
両
親
と
一
緒
に

副団長に小池文夫さん

【
新
入
団
員
】

堀
内
　
麗
暖
（
奥
秋
）

木
下
　
真
一
（
奥
秋
）

貫
名
真
太
郎
（
下
組
）

藤
山
　
　
究
（
奥
秋
）

【
退
団
者
】

友
井
　
啓
太
（
鴨
沢
・
第
一
部
団
員
）

【
新
幹
部
】

団
長
　
　
　
　
　
　
嶋
﨑
　
義
人

副
団
長
　
　
　
　
　
小
池
　
文
夫

副
団
長
　
　
　
　
　
橋
詰
　
昭
人

副
団
長
　
　
　
　
　
守
屋
　
保
志

第
一
部
長
　
　
　
　
守
岡
　
辰
之

第
二
部
長
　
　
　
　
岡
部
　
直
也

第
一
部
専
任
班
長
　
酒
井
　
隆
幸

第
二
部
専
任
班
長
　
守
屋
　
　
剛

４月１日（月）、郷土民俗資料館において、平成31年度丹波山村
消防団任命式が挙行されました。
今年度の退団者は１名、新入団員は４名。
新たに、上組地区の小池文夫さんが副団長に任命され、嶋﨑義人
団長の下、一致団結して取り組んでいきます。（順不同、敬称略）

▲ 新入団員へ辞令が交付されました

▲ 副団長に小池文夫さんが任命されました

おお我ら、
理想の峰を
越えてはばたく

消防団任命式
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